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 また、片勾配をすりつける場合の路面の回転速度（┃

┃）は、次式によって 

 

 

上記計算式を用い、ＡＢ（）を 8m、4m として、緩

和接線の長さ○キを計算 

 

 

 

なお、縦断勾配変移点間の距離は、20m 又は縦断曲

線長を最小とする。 

 

 また、片勾配をすりつける場合の路面の回転速度（ω）

は、次式によって 

 

 

 上記計算式を用い、ＡＢ（）を 8m、4m として、緩和

接線の長さ○L を計算 

 

 

 

 なお、縦断勾配変移点間の距離は、50m を標準とする。 

 


